
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   
 

学 校 名 輪之内町立福束小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１０日(月)、１１月１５日(土) 

実 施 概 要 
 

1 全校行事「ふるさとを学ぶ会」 
・地域の輪中太鼓保存会の方に、活動に取り組んでみえる思いを学ぶ。 
・輪中太鼓の演奏を聴く。 

2 校区文化祭 
  ・校内音楽会 ・クラブ発表 ・展示 ・地域講師の方による福束講座 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   ☑歴史   ☑文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 ☑講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者         ２００       人  
  計      ３００       人 

地域関係者         １００       人 

実 施 状 況 
 

1 11 月 10 日(月) 学校行事「ふるさとを学ぶ会」   

ねらい  塩喰太鼓の歴史や活動について本田さんの話を聞いたり、実際

に太鼓の演奏を聴いたりすることを通して、郷土を愛する気持ち

をもつと共に、郷土を大切にしようとする心を養う。 

内容 ・塩喰太鼓の歴史に関する講話と演奏を聴いた。それをもとに、児

童が感想を交流し、郷土を大切にする心を全校で共通理解した。 

    

2 11 月 15 日(土) 校区文化祭 

 ・福束校区青少年育成地域づくりが中心となり、小学生や地域の方に募

集した「挨拶と家庭の日標語」から、優秀標語を選び、表彰した。 

 ・校内音楽会を聴き、各学級２～３曲、合唱や合奏を保護者や地域の方

に披露した。 

 ・作品出品を広く地域の方々、老人会、絵画クラブ、中学生、保育園、

子ども育成会等に募集し、児童の絵画と図工作品を含めて 300 点以上

の作品展示があった。 

 ・特技を有する方から学ぶ福束講座で、地域の名人の方に凧・折り紙・

ちぎり絵・懐かしいおもちゃなどの作り方を聞き、親子で制作した。

また、地域に伝わる白川踊りを地域の方と一緒に踊った。 

成果及び課題 
  

    

○「ふるさとを学ぶ会」では、実際に演奏を聴いたり、講話を聞いたりす
ることで、伝統を守ると同時に、多くの人に知ってもらい伝えていきた
いという気持ちをもつことができた。 

○校区文化祭では、区長会・老人会・同窓会・青少年育成委員など多くの
地域の方やPTAと学校が連携して準備・活動を進めることができた。校内
音楽会に向けては、保護者や地域の方に聴いていただこうという気持ち
で、子どもたちが練習に取り組むことができた。福束講座では、講座を
通して地域の方との交流を深めるとともに、地域に様々な特技をもった
方が多くいるということを知り、郷土のよさをあらためて感じることが
できた。 

・今後も地域の一員として子どもたちが地域行事に積極的に参加したり、
地域全体で子どもたちを見守っていったりして、学校と保護者、地域が
更に一体となって子どもたちを育てていきたい。 

 


